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2012 年度第 3回学術委員会議事録 
 
日 時：2013 年 1 月 29 日（火）16：00～18:00 

場 所：日本建築学会北海道支部 事務所会議室 

出席者：佐藤、田沼、伊東、斉藤、森（傑）、坂井*、羽深、長谷川*（代理：谷口）、  

草苅、谷口（円）、谷口、南*、森（太）、後藤、支部長：岡田、事務局:菊地  

*は欠席、記録：羽深 

 

議事：第 3回学術委員会次第[資料 12-03-01] 

１）第 2 回議事録（案）の確認 [資料 12-03-02] 

・資料に基づいて第 2回議事録が承認された。 

２） 本部学術推進委員会報告 

・通信審査による 3 件、①2013 年度大会は 8部門、②社会システム分野に変更、 

   ③特別研究委員会・若手研究委員会・ユビキタス小委員会の設置申請。 

３）専門委員会・特定課題研究委員会報告 

①建築計画専門委員会 [資料 12-03-03] 

  ・2012 年度事業計画内容。 

   ・第 1 回委員会（6/22）、第 2回委員会（10/10 ）の内容。 

   ・年度内の活動として 2013 年度大会 PD に採択された「そこへ住まうことの意味」 

  の検討、3月に第 3 回委員会開催。 

  ②歴史意匠専門委員会 [資料 12-03-04] 

   ・第 3 回委員会（12/15）における本部委員会・支部委員会・協議事項の内容。 

   ・2013 年度大会における「学生による語り合いシンポジオン」は関連行事とし

て開催し、会場を提供する。 

   ・2013 年度道内工業高校巡回講演会(案)として 3テーマ提出。 

③北方系住宅専門委員会 [資料 12-03-05] 

   ・「住まいづくり支援連絡会議・市民セミナー」開催要領案、大会関連行事化。 

   ・新たな地域住宅象の検討に向けた住宅の見学会・意見交換会の開催は未調整。 

④都市防災専門委員会 [資料 12-03-06] 

   ・第 2 回構造・都市防災合同専門委員会（12/17） の内容。 

   ・釧路防災ワンデー「釧路防災講演会 2013」終了報告。  

⑤構造専門委員会 [資料 12-03-10] 

   ・第 2 回見学会（1/18)実施報告。 

   ・第 2 回構造・都市防災合同専門委員会（12/17） の内容。 

   ・「留萌南部衛生組合一般廃棄物最終処分場建設工事被覆施設の倒壊に伴う協力

要請」の学会支部対応についての経過説明。 

  ⑥材料施工専門委員会 

   ・なし。  

  ⑦環境工学専門委員会 

   ・第 3 回委員会（12/8）の内容。 

   ・道工大新体育館等の見学会実施（8 名）、3/8 室工大で学生発表会（80 名参加

予定）、3/9 に NPO と共催で北方型住宅の普及の市民セミナー開催。 

  ⑧都市計画専門委員会 

   ・なし。 



４）支部研究発表会 [資料 12-03-07] 

  ・支部研究発表実行委員会より「第 86 回日本建築学会北海道支部研究発表会論文・

報告提出方法」の内容確認。 

・支部 HP の掲載内容、今後のスケジュール、電子投稿に関する北大生協との打ち

合わせ等について確認。 

５） 2013 年度道内工業高校巡回講演会 [資料 12-03-08] 

・「北海道の建築家、その活動の歴史」（原会員、歴史意匠専門委員会）、旭川工業

高校、9/27 開催、80 名。 

・「建設業・現場監督の仕事について」（進藤会員、材料施工専門委員会）、帯広工

業高校、12/11 開催、89 名。 

６）日本建築学会北海道支部技術賞の審査 [資料 12-03-09] 

  ・応募 3 件について、羽深・斉藤・森（太）から候補技術概要説明書の記載内容に

ついて、それぞれの専門的見地から解説があり、出席者で審査を行う。 

・別途、審査委員会（岡田支部長、佐藤委員長、羽深、斉藤、事務局：菊池）を設 

け、追加説明資料等を提出して貰い検討し、第 4回学術委員会で審議を行う。 

・審査委員会は 2/27 の 19:00 から支部事務所で開催する。追加説明資料請求の文

案は委員が分担し、事務局から推薦者に送付し審査委員会までに提出して貰う。 

７）支部長報告等 

  ・学術委員会委員長の常議員会への参加要請（学術委員会議事録の報告のため）。 

  ・本部理事会資料も電子化（毎回複写代で 30 万円のため、PDF 化する）。 

  ・ユーストリーム活用により地域間交流の促進を行いたいが、北海道支部の利用が 

少ない（有料と無料がある）。 

８）事務局報告等 

  ・北海道支部技術賞は会員外でも応募可能である旨の確認。 

  ・5 月開催の定例総会の資料である、各専門委員会等の活動報告・会計報告等の締 

切は 3/14。 

  ・2013 年度より学会としての会計規程変更により、支部委員会等の旅費精算でも

日本建築学会宛ての実際の領収書が必要になる（個人名では不可、詳細は決定次

第周知する）。 

 

次回：第 4回学術委員会 

・2013 年 3 月 7日（木）16～18 時 支部事務所会議室。 

・第 4回の議事録担当は「都市計画」か「北方系」。 

今後のローテーション：建築計画→環境→歴史意匠→都市計画→北方系→都市防災 

→構造→材料 

 


